
クリーンな地球環境をつくる

リース契約終了物件のリサイクル率

　リコー製品については、ライフサイクル全体で環境負

荷を減らしていく仕組みである「コメットサークル」の実

施により、リース契約終了物件は、台数ベースで高いリサ

イクル率を維持しています。2023年度のリコー以外製品

も含む全体のリサイクル率は 89.3％となりました。現在、

リコー製品以外のリース物件の回収活動を積極的に進め

ており、リース物件の回収拠点を整備し、現在36拠点と

なっています。回収拠点については、ドライバー不足や輸

送力の低下が懸念される物流・運送業界の2024年問題

を見据え、最適化を図っています。

　2022年4月より施行されたプラスチック資源循環促

進法では、事業活動で用いるプラスチック使用製品（事

務用品などの消耗品）の排出抑制やリース終了物件を

産業廃棄物として処分する場合の再資源化が求められ

ています。当社グループは取り扱いが多いリコー製の

複合機について、リコーグループの「コメットサークル」

でリサイクルされていることから、多量排出事業者には

該当しませんが、引き続き、リース物件を中心に３Rを

推進することで、プラスチックの資源循環へ貢献してい

きます。

プラスチック資源循環促進法への対応

豊かな暮らしをつくる

　リコーリースグループは、「医」「職」「住」の3つの領域で付加価値と差別化を図る戦略を推進しています。「医」では医療機

器のリースや医療・ヘルスケア分野のファイナンスソリューションなどを通じて、健康寿命の延伸に貢献します。「職」ではBPO

を軸に、中小企業の生産性向上を目指したサービスを提供しています。「住」では住宅融資や賃貸事業を展開し、安心・安全な

住環境の提供を図ります。これらの分野での事業創出を通じ、社会課題の解決と豊かな未来の実現に寄与することを目指し、

社会貢献活動にも積極的に取り組んでいます。

方針

医療・ヘルスケア分野における開業支援の取り組み

援しています。

　2023年度の好事例として、沖縄県北部における脳神

経外科の事業承継と開業ニーズをマッチングさせた支

援を行いました。医師不足が顕著なエリアへの事業承

継と開業を両立させ、地域における医療アクセスの維持

を実現しました。

　クリニックの開業については、今後さらなる拡大が見

込まれています。これまでに積み重ねた事例や知見を蓄

積し、高い専門性と情報ネットワークによって、医療ア

クセスの向上や、地域包括ケアシステムの構築に貢献し

ていきます。

　当社は、医療・ヘルスケア分野におけるリース・割賦

の知見やノウハウから、開業医向け融資「ドクターサ

ポートローン」を提供してきました。また、ファイナンス

だけでなく、専用のWebサイト「ドクターサポート」に

て開業医に向けた情報提供を行うなど、多様なツール

で開業医を支援しています。

　当社の開業支援は、開業予定地の周辺人口・競合状

況や不動産価格等、さまざまな経済条件を考慮し、開

業医のニーズに合わせた提案を行っており、ロケーショ

ン調査から事業計画、資金調達、医療機器の調達、許

認可業務に至るまで、開業までの道のりをトータルで支

パソコンリユース・リサイクル率

加価値として提供しています。安心・安全に返却できる

体制を整備することにより、物件の回収率アップに貢献

していきます。2023年度はグループ会社であるテクノレ

ントのパソコンについても、リユースの方法を統一する

ことによって、より品質高く３Rを推進できる体制を整え

ました。

　近年、パソコンやサーバー、スマートフォンなどIT機

器の出荷数が増加するなかで、機密データなどが内包

されているIT機器は、情報セキュリティ強化の流れもあ

り、より 安心・安全な最終処分が社会的に求められて

います。当社はこのような社会のニーズに対し、IT機器

における重要なデータを適切に消去するサービスを付

年度

リサイクル率（％） リサイクルの 
内訳構成比（%） 

再リース、売却、廃却※を
「リサイクル」とし、

「未回収物件」を除いた比率 
リユース

部品 
リユース
再資源化

2021 90.8 97.4 2.6

2022 89.7 97.0 3.0

2023 89.3 97.0  3.0

※ 「 廃 却 」とは、物 件を回 収し、リコ ー のリサイクル 工 程で、部 品 や材 料として 
  再利用すること 

リース契約終了物件のリサイクル率（台数ベース）

　 非財務目標

項目 2024年3月期実績 2026年3月期目標値

医療関連施設 新規開業支援件数 192件 200件

　当社グループは、運送、保管などのロジスティックや

売却先、廃却処分に関わる企業と取引を行っています。

これらの企業に対し、定期的な現地調査を行い、当社

グループの「サステナビリティへの考え方」を理解し、

適正かつ適法な企業活動を行っていることを確認の

上、公正な競争により取引を行っています。今後も誠

実な事業活動を通じてパートナー企業と協業していく

ことで、資源循環の実現へ貢献していきます。

適正で公正なパートナー選定

※ Webサイト「ドクターサポート」 
クリニック開業を検討される医師向けに、診療圏調査や開業物件情報などを提供する無料の会員制サイト
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な対応による高品質なサービス提供が特長です。また、

住宅型有料介護施設には介護福祉士、看護師を有する

訪問介護ステーションや訪問看護ステーションを併設

し、介護保険サービスに加えて医療依存度の高い入居

者様のケアを行っています。

　今後は3つの施策を推進していきます。1つ目は、不動

産事業者や介護機器メーカーとの連携により、最新設

備の導入・運用、新商品・サービスの開発を進め、新

たな形の施設を展開していきます。

　2つ目は、ITツールの導入による効率化を推進し、さ

らなるサービス品質の向上を目指します。グループ会社

のテクノレントと連携した排泄センサーのレンタルや、出

資先のエイアイビューライフ株式会社の見守りシステム

の導入などを検討しています。ご利用者様へ質の高い

サービス提供を行うとともに職員の利便性の向上を図り

ます。

　3つ目は、職員の処遇改善や組織改革を行い、働きが

いのある職場環境を整えることで、職員の定着率を向上

させ、安定した施設運営を推進していきます。

これらに加え、当社グループで蓄積してきた医療・ヘル

スケアや介護ファクタリングの知見、住宅・不動産業界

のお取引先との連携など、当社グループの経営基盤を融

合させることで、さらなるシナジーの発揮と事業成長を

実現していきます。

　中期経営計画（以下、中計）の戦略の軸にある4つの

マテリアリティの一つ、「豊かな暮らしをつくる」を定め

た背景には、少子高齢化、労働人口の減少、地球環境

保全、社会インフラの老朽化、ウェルネスの推進、デジ

タル化といった社会課題の解決があります。当社グルー

プは「医・職・住」の領域で高付加価値化、差別化戦

略を推進しており、生活基盤の充実と豊かで活力ある地

域社会づくりに貢献しています。

　「医（医療・介護）」では、医療機器のリース・割賦、

ドクターサポートローン、小型エコーのレンタルなどの

展開により、医療環境の充実と健康寿命の延伸に貢献

しています。「職（職場・オフィス）」では、集金代行サー

ビスや介護報酬のファクタリングといったBPOサービス

を軸に中小企業等の生産性向上に貢献しています。「住

（住居・まちづくり）」では、住宅関連融資、住宅賃貸事

業などを通じ、住まいの安心・安全・快適さを提供する

ことで暮らしやすいまちづくりの実現を目指しています。

　中計では、事業成長戦略の一つ「事業＆サービス付

加による多様化」で介護を重点事業分野としており、介

護業界に従事する方の業務負荷軽減といった課題解決

にも取り組んでいます。

　2022年12月には、株式会社Welfareすずらんを子会

社化しました。同社は愛知県名古屋市を中心に、住宅型

有料介護施設8施設のほか、認知症対応型グループホー

ムや障がい者グループホームを運営しており、きめ細か

Welfareすずらんを通じた介護業界の課題解決の取り組み

地域金融機関における集金代行サービスの取り組み

企業のニーズに対し、地域金融機関によってはサービス提

供を行っていない、サービス提供は行っているものの引き

落とし金融機関が限られている、あるいは少ない請求件数

には対応していないなど、さまざまなケースがあります。

そのようななか、幅広い金融機関からの引き落としが可能

で、かつ請求件数1件から対応している当社の集金代行

サービスを提供することで、地域金融機関のサービスを補

完でき、中小企業とその先のお客様双方にとっての利便性

向上につながっています。

　今後も地域金融機関との提携を拡大し、回収手段の多

様化を通じて中小企業の生産性向上に貢献していきます。

　当社では、地域金融機関と連携し、地域金融機関のお

客様である中小企業のお困りごとに対し、リースをはじめ

とする当社の多様な商品・サービスを提供しています。

　「お客様の売掛金を口座振替で回収したい」という中小

エイアイビューライフへの出資と現状の取り組み

を活用していく予定です。

　また、グループ会社であるWelfareすずらんの一部施

設に、見守りロボットを導入しています。見守りロボット

は、事後の検知よりも予測に強みを持っているため、入

居者の行動および体動データを予め検知し、行動や体調

の変化の早期把握が可能かどうかなど、検証を進めてい

きます。

　今後も事業・サービスの共同開発を行い、介護サービ

スのICT化を支援することで、安心な介護、見える介護

を実現していきます。

　当社は、社会的な課題である介護事業の人手不足や

介護従事者の労働負荷、それらに付随する業務効率化に

貢献するため、2023年12月にエイアイビューライフ株式

会社の株式を取得しました。

　エイアイビューライフが提供する「自立支援型介護 見

守りロボット A.I.Viewlife」（以下、見守りロボット）の

販売においては、現状補助金を使った導入が半分以上を

占めていますが、補助金を使わずに導入したいニーズも

あります。そこで、リース、レンタル等のファイナンスを活

用した導入拡大を目指し、当社が保有する全国にわたる

取引基盤や、これまで蓄積したベンダーリースのノウハウ

介護事業者への建物リースの取り組み

業者の資金調達を支援するとともに、介護サービスを必

要とする多くの利用者のニーズに応えています。

　今後はこの取り組みを展開していくことに加え、介護

事業者のオペレーションに関する知見を高めていくこと

で、介護分野への提案の幅を広げ少子高齢社会におけ

る豊かな暮らしの実現に貢献していきます。

　急速な高齢化を背景に介護サービスの需要が高まる

なか、介護サービスを利用する方々が入居する施設の供

給不足が課題として挙げられています。

　このような課題に対し、当社は医療・ヘルスケア分野

における事業性の評価や、不動産分野において培ったノ

ウハウを活かし、建物リースを提供することで、介護事

　 非財務目標

Welfareすずらんの運営を軸に
リコーリースグループのシナジーを
発揮し介護事業の拡大と業界の
課題解決を目指す

取締役 専務執行役員
株式会社Welfareすずらん 代表取締役社長

佐野 弘純 

項目 2024年3月期実績 2026年3月期目標値

集金代行稼働サービス数 17,861サービス 20,000サービス

BPO本部 マーケティング課長

高橋 健治

豊かな暮らしをつくる
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豊かな暮らしをつくる 持続可能な経済の好循環をつくる

　リコーリースグループは、約6,000社のベンダーに対する販売支援を行うことにより、約40万社のお客様の経済活動を支えて

います。当社グループが利益ある成長を持続するために、従来型のリース事業だけでなく、社会、市場、お客様の変化に的確に

対応し、リース以外の新たな価値を提供していきます。

　強みである北海道から沖縄までの全国の拠点網と地域ごとの経済環境を踏まえたお客様やベンダーへのきめ細かなサービス

提供により、各地域の社会課題解決や地域経済の好循環を生み出すことを目指しています。

方針

Windows10のサポート終了等によるパソコン需要の高まりへの対応

なキッティング、レンタル期間中の代替機提供などワン

ストップでサービスを提供することにより、情報システ

ム部門のパソコン入替から管理に伴う負担を軽減してい

ます。

　パソコンの入替需要へ確実に対応していくためには、

パートナー企業と連携することが重要です。テクノレン

トでは、パートナー企業とともに、パソコンの調達から

廃棄に至るライフサイクルを管理するレンタルサービス

を提供しています。また、商談の機会を増やすべく、レン

タル未利用のお客様にも積極的にメリットを訴求する活

動も行っています。そのほか、通信サービスや通信関連

機器などとセットでのレンタルを提案するなど、さまざ

まなパートナー企業と連携することで、パソコンに付帯

するサービスのラインナップを増やし、お客様の多様な

要望に応えられるレンタル商品を開発しています。

　このような活動を継続することで、入替の需要に対応

していくことはもちろん、お客様のIT機器管理の業務負

担軽減や、IT機器の導入を支援し、お客様の事業成長

へと貢献していきます。

　当社グループでレンタル事業を担うグループ会社のテ

クノレントでは、パソコンや計測器をはじめとした、さま

ざまな機器のレンタルを取り扱っています。特にパソコ

ンでは、2019年〜 20年ごろに導入されたWindows10

のサポート終了が2025年10月に予定されており、多く

のお客様が入替を検討されるタイミングとなります。

　企業におけるパソコンの入替や運用は、機種選定や

キッティング（初期設定）、運用中の故障対応など、情報

システム部門の負担が大きいことが課題です。テクノレ

ントでは、お客様指定の機種選定はもちろん、メーカー

やベンダーからの大量購入による、スケールメリットを

活かしたレンタル価格の設定も可能です。また、高品質

　 非財務目標

社会貢献・寄付

　当社グループは、持続可能な地球社会の発展に継続

的に貢献することを目的に「豊かな未来積立金」制度を

活用し、2023年度は7,849万円の寄付を実施しました。

寄付先の一つである公益財団法人東京都農林水産振興

財団と東京都による「花粉の少ない森づくり運動」に賛

同して2022年度から参加しています。当社グループの

森林整備区画「リコーリースグループ豊かな未来への

森」において、2022年の植林作業に続いて、2023年11

月には社員とその家族33名で補植作業を実施しました。

参加しました。当該ボランティアは、給食のない長期休

暇期間中の子どもたちの食の状況改善を目的として、経

済的に困難な状況にある世帯を対象に、食料品セットを

中心としたボックスを梱包し、各家庭へ配布する活動で

す。活動に参加した社員からは、「寄付先の活動を理解

できてよかった」「ボランティアに参加していた他社の方

と交流できる良い機会となった」などの意見が寄せられ

ました。セーブ・ザ・チルドレンとは、当社が提供する

「SDGs参加型リース・レンタル〜私たちがつくる未来へ

の懸け橋〜」事業においても、寄付先の一つとして選定

し、協業しています。今後もボランティア活動や事業を

通じて連携を図り、社会課題解決へと貢献していきます。

豊かな未来積立金

　2023年10月、水戸市立鯉淵小学校と、水戸市鯉淵町

の自社太陽光発電所にて「発電教室」を開催しました。

2023年度で３回目の開催となり、水戸市立鯉淵小学校の 

5年生42名が参加されました。

　発電教室では当社社員が講師となり、地球温暖化問題

やその対策としての再生可能エネルギーの活用について

の 説 明 を行 いました。次 に、SDGsかるたを用いて、

SDGs達成のための具体的なアクションを学びました。そ

の後、当社が保有する鯉淵町第一、第二、第三太陽光発

電所へ移動し、発電所内で太陽光パネルやパワーコンディ

ショナーなどの発電設備を見学しました。

　当社は、今後も太陽光発電事業をはじめとする再生可

能エネルギーへの取り組みを通じ、未来を担う子どもた

ちに環境保全の大切さを伝えながら、地域住民の皆様に

も当社グループの活動をご理解いただけるよう事業展開

を行い、マテリアリティである「クリーンな地球環境をつ

くる」の実現を目指します。

発電教室

　そのほか、寄付先の一つである、公益社団法人セーブ・

ザ・チルドレン・ジャパンが主催する「子どもの食 応援

ボックス」活動の、梱包ボランティアへ当社社員9名が

項目 2024年3月期実績 2026年3月期目標値

ICT機器をはじめとする
as a Service商品数 13商品 －

テクノレント株式会社 
営業統括本部長

尾﨑 宗則
©Save the Children
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